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論文の内容要旨

アメリカ合衆国(以下アメリカと略す)においで泊朝終結後力、ら新たに顕習こなった移民排斥気遣は、1996年の

不溺多民改革・貫{玉去(lIIegalImmigration Reform and Immigrant Responsibility Act of 1996:以下 IIRIRAと略す)

の成盟こより最高潮に達した。その主な原因として、不法令合j去を問わず、移民がアメリカ史と最ち増加した点刀、

あげられる.90年代前哨こは、アメリカへの移民は年間100万人を越え、移民の民族構成ち、ヒスパニック系や?

YY系が高い割合を占めるようになり、ワスプCPングロサクソン系プロテスタントの白人)を申lむとしたアメリカ

的価値観の崩壊を危慎する声か高まった.

.これまでアメリカでは移民政策に関する研究や分析は数多くなされてきた.しかしながらそれらのほとんど

は、極論すれば移民法の改正に賛成か反苅か、とし1う二罰尺一的な議商を中/[}fこなされてきた.しかしながら、

その議論には移民をアメリカに引き寄せることになった原因についての大切な論点、が欠けているとL思われる。

たとえば90年代哨まにより闘Jい移民去成立へと思泥?メリ力市民の反移民朝曹の高まりを理解するために

は、なぜこの時期に多くの移民ガアメリカに押し寄せているのかという問題をまず考えてみる必要がある。そ

のためには、台去、不法を間わず多くの移民を引き寄せることになった?メ1)力の社会総斉構造を考えてみる!.12'.¥

要がある。

従来移民主形民二国際労働力を含めた国際資本移軍悶児用司ま自由殴カE形鴇買哉とされてきたが、近年サスキア・サ

ッセンのように後者の?見告を前者の視野の中に取り入れた研究がなされるようになった。しかしながら、これら

の研到こは、国際労働力の移動の→瑞を成すアメリカへの近閉〉大量多民O潟市¥と、それに苅する移民排斥気運

の高まりとの具体的な閲富司7が十分になされているとは言い瓢¥.

本研究では移民を国際労働力ととらえ、1970年代から現在に至るまでのグローバルな労働力の量虐と、その

ような労働力を大量に受け入れているアメリカ圏内での 1980年代以附〉移民政策をめぐる議論を一つの桝目

みの中で分析することを目的としている.国境を越える労働者に関わる論点とは、「資本が国境を越えて労働力

を編成することJと、「国民国家が国境を越える人の移動を制限することJとの聞に生じるずれに関連している
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が、吉晴をク、口ーパリズム、後者をナショナリズ、ムととらえ、両者の閣のダイナミズムを分析する.舎日アメリカ

は世界~&省略晋システムの中で1)ーダーシッブを耳切、一般聞こは移民を~r蹄リすると思われる手段、すなわち海

外投資や?メ1)力注業の海外進出などをi重して様々 な愚とB治的・軍覇9・給剤宮つながりを深めてし1ったが、こ

のような海外進出は逆に7メリ力に多くの移民を引き寄せることになった.また、冷戦終韓首泊朝ヒ聞でさらに広

がった富の不得は、?メ1)力へますます多くの移民宿|きつける調習にちなった.このような月1)力自らの世

界進出がもたらした大量の移民の流入によって最も不安感をかき立てられたのは、7メリカの市民であった.ア

メリ力は世界也資システムの中でグローパリズムを押し進める一方で、7メリ力圏内ではナショナリズム力漕完ま

った。アメリカで80年代後半から90年代哨まにかけて展開された寸雷〉移民論争は、冷戦側議台頭している?

メリ力・ナショナリズムの一発現と理解できよう.

本E用~Iét、序章から第二章までがクローパリゼーシヨンが進む中での国関味労働力の穣甑・さらにその人

の移動の中でのアメリカへの移民を取り上げる。序章ではまず、既寄の国関ぬ労働丈麟初〉主な3つの麗前〉

長所、短所を掴乱、人の移量的新しい枠組みを提札ている.ここでは園隣3な労働力の移動は、世痢掠社会

路斉榊Eみの中で、人をi釣出す国と受け入れ国側の鰍Fっき、受け入れ国側の社会的諸銅牛、そして個人的な

要因が台頭Jだ場合に起こると理解される。第一章では、その枠組みに基づき、1970年代以降の国関ぬ人の移

動を説明する.1970年代後半から始まつだ国際的な人の移動I~様々な特徴を帯びるようになったが、新しい顕

著な変化の1つとして人の移動の地E澱見模化があげられる。近年量質ともに著しく変化している?メリ力代の人

の動きは、その一端を成すものにすぎないのであるが、このように人の移動が地球規模化する中で、なぜ多く

の人力T移住先として?メリ力を遺書尺するのかということを、世界.aoモ絡斉システムの枠組みの中で説明する;p

メリ力は積極倒こ海外進出を進めることによって、そして商鞠掠農業の開発によって伝統的な自給自足経済体

制を破頃J、輸出向け製造業の賃労働者として進出先の国民を動員することになった。このプロセスで生まれた

余帯勝働刀ガアメリカへと移動することになったのである.すなわち、?メリカガ海外進出し、給斉聞こち軍事的

にち、そしてそれに付随して文化的にち他国とのつながりを深めることにより、その固から?メリ力へ移住する

人のインセンティブを高めることになったのである.第二章では、これらの余剰労働力を吸収したアメリカ国内

の干士会働斉構造と、さらに人を引きつける開こ重要な要因となる移民受け入れ{稀止すなわち移民封切裂悪政策

を考察する。第二次世界大戦後、?メリ力企捕ま生産拠需を海外に移転させていくか¥それにより圏内産業は岳伺

化し、?メリ力は構造変化を経験することになった.yメ1)力の生産吉伊雪の雇用者数が低下する半面、サービス生

産部F切〉雇用習志培訪日した.しかしながら、生麗伊紡雇用者数のj脳胤 生醤sr't餓の麗屋を朝礼ているの

ではなく、減少したのはブルーカラーの労働者が中Iらであり、研究の開発に携わる専門・樹慨紡害蛤は朝日し

だ。一方、サービス部門は寄騰層とjNim尋層とに分樹じした.このような構造変化に基づき、移民の帯端耕働

力の需要ち多くなる一方で、高度な樹3を;持つ移民の労働力の需要ち輸此た.また、1965年の移民去がそれま

での出身国8Uによる受け入れ枠害幻当て市tl度を撤隠ノたため、アメ1)力への移民の翻ま急増しだ.1965年の移民

法の推進蓄はこの法の成盟こよってヨーロッパからの移民が増加するであろうと予想していだが、実関こlety

三)7、ラテンアメリカからO潟民が急増することになった.さらに、西半球力、らの移民の受け入れに初めて且艮を

定めたため、その害幻当てからはずれる者、大部分がメキシコ人であるが、が多く出て、不法移民を働日させる

原因となった.
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以上のような性会絡斉構造の変化と?メリ力1則の移民濁す入れの調理が相まった結果、アメリ力への入園者が

大幅こ働日し、それによって?メリカの人口の民閥明書成が劉じし、?ジ?系、ヒスパニック系が人口に占める割

合が著しく上昇した。本研究の第三章から第五章は、このような移民の大葺荒入に刻するアメリカの移民政策に

焦点を当てる.第三章は、1980年代の移民政策について考察する01980年代の移民政策において最大の焦宗と

なったのは不法移民であった.不法移民の寄在力可視的になり、?メリ力市民は不法移民に苅して懸怠:を抱くよ

うになるが、それを受けてアメリカ瀞鴎会は1986年10月17目、務去移民の数を島町札、不法移民を管理する体

制を整えることを目mたした移民現革・管酪去OmmigrationReform and Control Act of 1986.以下IRCAと略す)

を遁畳させた.その目的を達成させるために，IRCAには次のような三つの条項、すなわち不法移民を雇用した者

に対する雇用者処罰、すでにアメリカ圏内応帯在している不法移民の合淘じそして国境警備隊の強化とそのた

めの予算の潤仏が盛つ込まれた.しかしながら、IRCAの目創立不法移民の数の削菅であったにもかかわらず潮

得されたほどの効期ま上がらなかった、ということが多くの研到こよって明らかにされている。不法移民をめぐ‘

る論争は、IRCAの成立後もおさまることなく、1990年代!こ引き継がれていった01990年代に入ると不法務民だけ

でなく合法移民ち瀬増し、そのような変化は新しい移民制限運動を呼び起こすことになった.第四章では1990

年仰麗動、ら顕萄こなった移民制限運動の高まりを説明する01990年代に入り、移民の埠訪日と人口の民蹄端成

の変似こよって、?メ1)力市民は移聞こ苅する懸怠走つのらせてし1った。『タイム』調d:1990年4月に「褐色化する

アメリカJというタイトルで、i乱司容程アメリカは人種臥民闘妙妻都照集団の総ν人口が白人の人口を超え、?メ1)

力の居住者は自らのルーツを白人系ヨーロッパ以外の地域からの国々にさかのぼるとするであろう、と推定し

た。また、意書去を改正して英語を公用語こ定めようという「インクリッシユ・才ンI)-J運動なども高まった。寛大な

移民政策が取られた1980年代とは異なり、1990年代には不法務民だけでなく、合法移民ち7メ1)力性自ことって

もはや望ましくないという部勤ヲメ1)力国内に高まり、最終倒こは1996年の IIRIRAの成立へと導かれることに

なった。第五章ではその IIRIRAの成立過程を詳述する.さまさまな利害力守司立・妥闘Jた結果、再度不法務民の食

い止めが中心となったが、その手段としてIIRIRAで規定されたのは、国境警備員と雇用や入国文書の偽造を捜査

する INSの調査員の増員、それに本国送還業務を通量化させ、不法移民の雇用主を処罰するという，IRCAの条項

を強化させたものであつだ.さらに雇用の際カ身元確認システムを新設するという条項が含まれていた.しかし

ながら、IIRIRAにはIRCAIこ規定されていたような不j卦多民の台剖七条項は含まれていなかった.また注目すべき

点は、論争の当初から合法移民の受け入れ数を削減する要求ち出されていたことである.この合法移民の削減

案は最終的には否決されることになったが、11印刷には合法移聞こ関するし1くつかの蹴Jい条項が盛0Jdまれる

ことになった.まず，IIRIRAは合淘害関こ対するほとんどの公的サービスを停出J、またエイズ以外の伝説輔の場

合を除く、信15m号音、身障者に苅する緊急医療サービスち停止した.さらに合法移民受け入れの開力保証人の年収

に「劃替用尋ラインCPメ1)力政府の定める貧困率の規準)を25%以と上回っていることJとし1う剰午ち課すこと

になった.これは合法移民でさえ、アメリカ市民と鴎リしようとする量虐の第一歩であると言え、冷戦鮒苗劉こ台

頭Jているナショナリズムの一発現と理解できる.
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論文審査の結果の要旨

アメリカ移民史の権威、ハーパード大学のオスカー・ハンドリン教授はかつて、 f移民がアメリカの歴史であるjと述

べたことがある。それは、移民の歴史を学ぶことが同時にアメリカの歴史を学ぶことを意味するということであるが、

実際にこれまでアメリカ合衆国政府の移民政策は、国民のニーズと時代の特徴をまるで鏡のように直接反映する形で変

化してきた。それは、合衆国が移民およびその子孫からなる人工的な多人種・多民族国家であり、そうであるがために、

アメリカ国民が fアメリカとは何かJrアメリカ人であることは何を意味するかJといった古くて新しい問いに自問しつ

つ、常に自分のアイデンティティを探し求めてきたからである。その意味で本論文の主題である 1996年の移民改革・

責任法も、冷戦終結を契機として、アメリカ国内および国外の新しい状況変化に対するアメリカ人のアイデンティティ

探求の努力を表わしたものととらえることができょう。

1990年代にアメロカへ大量に移民が流入し、それに対して冷戦終結前後に合衆国国民の間に反移民感情が高まっ

た。本論文は、グローパリズムとナショナリズムの二つの潮流が措抗する 1990年代の合衆国において、反移民感情

の高まりとなって表れたアメリカ・ナショナリズムの性格ならびにその歴史的意味を明らかにしようとするものである。

その目的民沿って本論文は、 1990年代のアメリカの社会状況、特に 1996年移民改革・賓任法を、アメリカ国内

の社会経済構造の変容および国際労働力移動の二つの分析視角から検証する一方、同法律を 10年前の 1986年移民

改革・管理法と比較しつつ、アメリカ史の脈絡の中に位置づけようとする。特に 1996年移民改革・責任法について

丹念にアメリカ議会での法案作成過程を追い、同法が非合法移民だけでなく合法移民をも厳しく取り締まり、福祉援助

を受ける合衆国市民と差別化しようとするものであるとして、同法の性格付けを行うとともに、ナショナリズムの高ま

った 1990年代アメリカ合衆国の時代的特徴を明確に描写している。

アメリカ移民政策に関する従来の日本およびアメリカにおける研究は、移民法改正に対する賛成・反対の短絡的な二

分法的分析、それに移民のアメリカ社会への同化過程・国民統合の過程に重きを置き、分析対象をアメ Pカ園内に限る

視野の狭い一国史観の陥葬に陥る傾向があった。そのような研究状況の中で本論文が野心的であると考えられるのは、

一つには付録部分での理論的考察(1.プッシュ=プル理論 2.世界システム理論 3.社会ネットワーク理論)に

もあるように、従来のアメリカ移民史研究の不十分な点および問題点を指摘するにとどまらず、「世界システムJ分析視

角を導入することによって移民史研究の行き詰まりを打開しようとしたこと、二つは、研究テーマが比較的最近の問題

であるために、 f三十年Jという史料未公開・非公開の制約があるにもかかわらず現在入手可能な史料を精力的に渉猟し

実証と理論の両面で新しい地平を開拓しようとする意欲が認められるからである。確かに、著者が冒頭で主張するよう

に、移民史研究におけるこれまでの三つの接近法を統合する、すなわち移民政策と国際労働力移動を結びつける新しい

枠組みを構築する点において、本論文はすべての読者を説得し納得させうるものとは必ずしも言えないかもしれない?

その点においては著者の更なる研績と今後の一層の発展が期待されよう。しかしながら、 1996年移民改革・責任法

を f世界システム」の分析枠組み中で捉え、それをアメリカ特有のナショナリズムの一発現として、そしてアメリカ人

の新たなるアイデンティテイの探求として捉え直した点、加えて、従来受け入れられてきた既存の解釈や研究法に挑み、

新しい創造をめざそうとする著者の研究姿勢は、これから独り立ちする学徒としての必須条件を満たすものであり、評

価しうる。また、読みやすい英語で書かれた本論文は、著者の高度な英語運用能力をうかがわせる。口頭による最終試

験においては、審査委員からの質問に対して的確な解答がなされ合格条件を満たした。よって、博士論文審査委員会委

員は、全員一致して藤重仁子惇士候補者への博士号学位の授与を適当と判断し承認した。
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